


羽曳野市立高鷲中学校について

創立78年目 1947年(昭和22年)4月開校

学校教育目標

「個人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する人間の育成を期する」

校訓

「人の心の痛みがわかる人間に」

「自分にきびしく、力一杯がんばる人間に」

各学年3クラスの中規模校（全校生徒306名）



1人1台端末が配備されてからの高鷲中学校

2024年

４月１人１台端末配備

・保管庫に保管

・定期的な持ち帰り

↓

３月

・いつでも生徒たちの

手元にある状態へ

校内の研究テーマに

「ICTの有効活用方法」

が加わる。

特に、「総合的な学習の時

間」を通した活用実践が増

えた。

スマスク

（1年め）

「授業×総合」

～情報活用能力の

視点から授業実践

と総合実践をつな

ぐ～

スマスク

（２年め）

「授業×総合」

～高鷲ＤＲＥＡＭプ

ロジェクトを通して

自律した学習者の育

成をめざす～



「Let’ｓ高ＧＩＧＡ！」を3年間の合言葉に！



「授業×総合」を基本方針として！！



今日のお話について

１.チーム高鷲で動く高鷲DREAMプロジェクトについて

① 「授業者中心」から「学習者中心」へ ～タブレット活用の目的と情報活用能力～

② 授業改善のための校内研修の設定 ～夏季校内研修～

２.情報活用能力をどうみとるか、どう評価していくか

① 学習者自身が情報活用能力を意識する～学びチェックシート～

② 教師が情報活用能力を客観的にみとる～情報活用能力を問う問題～

３.成果と課題

① 全国学調の結果から ～数字から見た変化～

② 生徒たちの姿から ～実際の生徒の姿の変化～





情報活用能力とは？



情報活用能力を育む授業づくりハンドブック(中学生版) 日本教育情報化振興会（JAPET&CEC）作成

情報活用能力とは？



「総合的な学習の時間」実践事例より

見えてきた授業改善の方向性
～「PBL」「反転学習」「クラウド型授業」がなぜ重要なのか？～

「PBL」「反転学習」「クラウド型授業」が必要とよく言われま

すが、これは目的ではなく、あくまで手段。

大事なことは、どのような子どもたちの姿をめざすのか？



情報活用能力
を育成する授
業展開とは？

授業者の姿

学習者の姿



＜本年度の研究テーマ＞

自律した学習者の育成をめざして、

全ての授業で探究的なサイクルをつくる

自律的な学習者

⇒「情報活用能力を持った人」よ

り、めざすべき姿がイメージし

やすい言葉。

探究的なサイクル

⇒「情報活用能力を育成する授

業」より、授業実践のイメージ

がしやすい言葉。



教師と生徒がコラボするための仕組みづくり

高鷲DREAMプロジェクト！！

タブレット活用の有無に関わ

らず先生方には情報活用能力

を意識した探究的な授業実践

を展開してもらいます。

より良い学習者を学期ごとに

表彰します。



高鷲DEAMプロジェクト

1学期表彰式のようす

高ドリ！特設サイト
生徒たちがデータをいつでも参照できるようにしています。

※ 羽曳野市のドメインを持った人しか閲覧できません。

個人情報も入ってますので扱いは注意してください。

https://sites.google.com/school-habikino.ed.jp/takacyudream/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0


高鷲DEAMプロジェクト

夏季校内研修にて授業実践報告
社会科実践報告

技術科実践報告

保健体育科実践報告

※ 羽曳野市のドメインを持った方しか閲覧できません。

個人情報も入ってますので扱いは注意してください。

Canvaを活用したワーク

※ 研修で初めて活用してみたCanvaリンクです。我々

も初めての活用でしたので見苦しいところもあります

が、今では授業等で多数の先生方が活用しています。

※ こちらのリンクは全員の先生方閲覧できます。

https://docs.google.com/presentation/d/1-yjqPxteSL35CS1qTlpGTAKL-9xcaaYwXbuEg9G2jGA/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/presentation/d/1x8Tv1ESV6U99CpnFlkK-h8ESW10s56kyMdvuLKHd_zE/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/presentation/d/1vjMxwMYXKQe_OHtPpLz3l3dJ6uYVunXPmxO-HW3id0A/edit?usp=sharing
https://www.canva.com/design/DAGO8XhZ3K0/xK7Z8sH_41v075A1IJyPnQ/edit?utm_content=DAGO8XhZ3K0&utm_campaign=designshare&utm_medium=link2&utm_source=sharebutton




生徒たちに情報活用能力を自己評価させる

「学びチェックシート」で振り返る

学びチェックシートの取組み
※ こちらのリンクから学びチェックシートの取組みに

ついて確認できます。全員の先生方が閲覧できます。

https://www.city.habikino.lg.jp/material/files/group/106/se_doc2.pdf


定期テストに情報活用能力を意識した問題を必ず1題出題する

情報活用能力を問う問題の作成
情報活用能力を問う問題 ※ こちらのリンクから情報活用能力を問う問題の取組

みについて確認できます。

全員の先生方が閲覧できます。

国語科問題例

社会科問題例

保健体育科問題例

※ 羽曳野市のドメインを持った方しか閲覧できません。

個人情報も入ってますので扱いは注意してください。

https://www.city.habikino.lg.jp/material/files/group/106/se_doc1.pdf
https://drive.google.com/file/d/17kcqvWe-kms_FIeYrT97siY2CKzi1QFu/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1CHNQWMpmKUhAWvzIDhwHrhbFT3tWUZDy/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1prWCeXntxKYhj7-fi9A6zuwgExE0G8dP/view?usp=sharing




全国学調の質問紙調査より～勉強時間～

2023 2024

学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、1日あたりどれくら

いの時間、勉強をしますか。※1時間以上している割合
58 63 64

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、1日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか。※2時間以上している割合
32 45 36

高鷲中学校 全国

2024
勉強時間について



全国学調の質問紙調査より～タブレット～

2023 2024

PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか。

※ほぼ毎日の割合
51 56 31

 タブレット端末を活用することで、自分のペースで理解しながら学習

を進めることができる。
87 80

タブレット端末を活用することで、分からないことがあった時に、す

ぐ調べることができる。
95 94

タブレット端末を活用することで、楽しみながら学習を進めることが

できる。
82 82

タブレット端末で、画像や動画、音声等を活用することで、学習内容

がよくわかる。
86 89

タブレット端末を活用することで、自分の考えや意見を分かりやすく

伝えることができる。
83 78

タブレット端末を活用することで、友達と考えを共有したり比べたり

しやすくなる。
87 86

 タブレット端末を活用することで、友達と協力しながら学習を進める

ことができる。
87 85

高鷲中学校 全国

2024
タブレットに関することについて



全国学調の質問紙調査より～情報活用能力～

2023 2024

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していましたか。
70 78 65

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。
69 88 80

各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動

を行っていましたか。
65 84 75

 学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

新たな考え方に気付いたりすることができていますか。
70 89 86

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。
66 84 82

情報活用能力に関わるところについて
高鷲中学校 全国

2024



「学びチェックシート」の実践より



「学びチェックシート」の実践より



情報活用能力を問う問題の正答率より
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少しずつ変わってきた子どもたちの姿



学び続けようとする生徒と教師
生
徒

生
徒

教
師



自律した学習者の育成をめざして、

全ての授業で探究的なサイクルをつくる



教職員も・生徒も「チーム高鷲」で！



ご清聴ありがとうございました。


